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研究成果の概要 

現在のところ、当初の計画していた解析については順調に結果を得ている。「計画１：オルガネラ分裂

リングの構造と収縮動作機構の解明」については、計画していたように全反射顕微鏡システムを構築

し、dSTORM 法による葉緑体分裂リングの観察を行うことに成功した。超解像観察の結果、葉緑体分

裂リングに含まれる二種類のタンパク質 PDR1 と DNM2 それぞれについて、分裂リングのナノメート

ルレベルの構造情報を得ることに成功した。また、「計画 2：細胞分裂増殖に必須な未知の細胞分裂因

子群の機能解析」に関しても、リボソームプロファイリング法によって細胞分裂増殖時に合成される全

遺伝子の同定に成功し、これらについては新規のミトコンドリア分裂リング構成タンパク質 MDR2 や

ミトコンドリア核様体タンパク質 MDN と共に研究論文として報告した（Mogi, Matsuo et al, 2025 Proc. 

Jpn. Acad. Ser. B）。このほかシゾンゲノム DNA 配列のコドン使用率から遺伝子進化について検討を行

った結果についても研究論文として報告した（Kondo et al, 2024 Cytologia）。同論文で得られた結果か

ら、新生遺伝子（de novo 遺伝子）と真核生物誕生と共に数多く出現した真核生物特異的遺伝子群との

関連性、さらに真核生物の進化可能性に繋がる手掛かりが得られた。このほかシゾンを用いることによ

ってミトコンドリアへと移行するタンパク質の極めてシンプルな機構が明らかとなり、ミトコンドリ

アの制御機構への手掛かりを得ることに成功した（Hirata et al, 2024 J. Cell Sci.）。 
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